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「
収
穫
の
秋
に
」 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

  

学
院
長 

小
野
塚 

雅
信 

 

う
だ
る
よ
う
な
暑
さ
も
よ
う
や
く
落
ち
着
き
を
み
せ
、
吹
き
抜
け
る
秋
風
に
肌
寒
さ
を
感
じ

る
事
が
心
地
良
い
と
感
じ
る
季
節
に
な
り
ま
し
た
。 

 

さ
て
、
年
明
け
早
々
に
大
地
震
が
起
き
た
北
陸
地
方
で
は
、
先
日
ま
た
も
甚
大
な
災
害
に
見

舞
わ
れ
ま
し
た
。
復
興
に
向
け
て
少
し
ず
つ
兆
し
が
見
え
始
め
た
矢
先
の
出
来
事
に
、
被
災
地

の
方
々
の
ご
心
中
、
察
す
る
に
余
り
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
世
界
を
見
渡
し
て
も
類
を
見
な
い
災

害
が
沢
山
の
国
で
起
き
て
い
ま
す
。
い
ま
だ
出
口
の
見
え
な
い
悲
し
い
国
家
間
の
対
立
が
続
い

て
い
る
地
域
も
あ
り
ま
す
。
そ
の
よ
う
な
な
か
、
私
た
ち
東
京
文
理
学
院
は
本
日
か
ら
予
定
通

り
後
期
の
学
校
生
活
を
再
開
す
る
事
が
出
来
ま
す
。
心
機
一
転
新
た
な
学
期
を
迎
え
る
今
だ
か

ら
こ
そ
、
安
心
し
て
日
々
の
生
活
を
送
れ
る
事
を
決
し
て
当
た
り
前
と
思
わ
ず
、
一
日
一
日
を

大
切
に
、
精
一
杯
過
ご
し
て
い
っ
て
く
だ
さ
い
。 

 

秋
は
穀
物
や
果
実
が
多
く
実
る
時
期
の
為
、
収
穫
の
秋
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
そ
れ
は
食

べ
物
に
限
っ
た
話
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
春
に
新
た
な
挑
戦
を
始
め
、
そ
の
達
成
の
為
に
試
行
錯

誤
す
る
厳
し
い
夏
を
超
え
、
そ
し
て
よ
う
や
く
続
け
て
き
た
事
に
対
し
て
手
ご
た
え
を
感
じ
始

め
る
時
期
が
こ
の
秋
で
も
あ
り
ま
す
。
積
み
重
ね
て
き
た
小
さ
な
経
験
か
ら
、
様
々
な
事
を

堂
々
と
自
信
を
持
っ
て
取
り
組
め
る
よ
う
に
な
る
の
が
こ
の
時
期
な
の
で
す
。
一･
二
年
生
の
研

修
旅
行
、
体
育
祭
、
文
化
祭
等
の
大
き
な
行
事
が
こ
れ
か
ら
の
時
期
に
続
く
の
は
、
そ
れ
を
や

り
遂
げ
る
だ
け
の
体
力
や
精
神
力
が
備
わ
っ
た
時
期
だ
と
考
え
て
い
る
か
ら
で
す
。 

 

そ
し
て
、
皆
と
協
力
し
あ
っ
て
多
く
の
行
事
を
や
り
遂
げ
、
振
り
返
り
の
冬
が
過
ぎ
た
先
に

は
、
ま
た
新
た
な
挑
戦
を
始
め
る
春
が
や
っ
て
き
ま
す
。
こ
の
良
い
循
環
を
続
け
る
為
に
も
、

こ
れ
か
ら
の
数
か
月
間
を
、
出
来
る
事
を
確
実
に
増
や
す
収
穫
の
季
節
と
据
え
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
為
に
は
、
い
つ
も
言
う
通
り
、
ま
ず
は
単
純
な
日
々
の
学
校
生
活
を
大
切
に
し
て
く
だ
さ

い
。
身
近
に
あ
る
出
来
る
事
や
今
ま
で
続
け
て
き
た
事
を
疎
か
に
し
な
い
事
こ
そ
が
、
大
事
を

成
し
遂
げ
る
秘
訣
と
な
り
ま
す
。
今
日
か
ら
始
ま
る
後
期
が
、
皆
さ
ん
に
と
っ
て
挑
戦
と
収
穫

の
学
期
に
な
る
事
を
願
っ
て
い
ま
す
。 

 

保
護
者
の
皆
様
、
前
期
の
学
院
に
対
す
る
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
後
期
は
行
事
も
多
く
慌
た
だ
し
い
日
々
が
続
き
ま
す
が
、
ま
た
ひ
と
つ
大
き
な
成

長
を
遂
げ
た
お
子
様
の
姿
を
ご
覧
頂
く
た
め
に
、
職
員
一
同
懸
命
に
教
育
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。
引
き
続
き
、
温
か
い
ご
支
援
ご
協
力
の
程
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。 

十
月 

 

四
日 

 
 

後
期
始
業
式 

五
日 

 

英
語
検
定(

希
望
者) 

七
日
～
九
日 

 
 

 
 

 

二
年   

ス
ク
ー
リ
ン
グ 

九
日
～
十
一
日 

 
 

 
 

   

一
年    

林
間
学
校  

十
六
日  

   

体
育 

十
八
日 

 

漢
字
検
定(

放
課
後) 

十
九
日 

    

公
開
授
業
日 

二
十
三
日 

一
・
二
年   

進
路
説
明
会 

 
 

 
 

 

三
年   

体
育 

二
十
六
日 

三
年  

模
擬
試
験(

希
望
者) 

三
十
一
日 

体
育
祭 

十
二
月 

 

一
日 

 
 

文
化
祭
二
日
目 

 

二
日 

 
 

文
化
祭
片
付
け 

 

三
・
四
日 

文
化
祭
代
休 

 

七
日 

 
 

公
開
授
業
日 

 

九
日 

 
 

公
開
授
業
日
代
休 

 

十
一
日
～
十
三
日 

 

 
 

 
 

 
 

一
年 

ス
ク
ー
リ
ン
グ 

 

十
一
日 

 
 

二
・
三
年 

 

体
育 

 

 

二
十
三
日 

大
掃
除 

 
 

 
 

 

パ
ソ
コ
ン
検
定(

希
望
者) 

 

二
十
四
日 

学
年
集
会 

 

二
十
五
日 

冬
期
休
業(

一
月
七
日
ま
で) 

         

  

※
十
月
七
日
～
三
十
一
日
は 

 
 

 

衣
替
え
移
行
期
間
と
な
り
ま
す 

行
事
予
定 

 

十
一
月 

 

一
日 

 
 

公
開
授
業
日
代
休 

 
 

 
 

 
 

 
(

十
月
十
九
日
分) 

 
十
三
日 

 

体
育 

 
十
六
日 

 

公
開
授
業
日 

 

二
十
六
日
・
二
十
八
日
・
二
十
九
日 

 
 

 
 

 
 

文
化
祭
準
備
日 

 

二
十
七
日 
公
開
授
業
日
代
休 

 
 

 
 

 
 

 
(

十
一
月
十
六
日
分) 

 

三
十
日 

 

文
化
祭
一
日
目 



 

漢
字
検
定
合
格
者 

 
一
年
一
組 

 

池
田 
陽
大 

 
 

伊
藤 

滉
起 

 

浦
野 

唯
音 

 
 

大
原 

純
平 

 

岡
村 

音
緒 

 
 

神
田 

勝
秀 

 

北
嶋 

莉
子 

 
 

小
林 

進
之
輔 

 

佐
々
木 

直 
 

 
佐
藤 

明
衣 

 

関
根 

心 
 

 
 

高
瀬 
琴
乃 

 

友
田 

翔
太 

 
 

新
山 
一
成 

 

橋
爪 

香
乃
美 

 

橋
本 

莉
玖 

 

山
口 

瑞
葵 

 
 

山
﨑 

橙 

 

八
幡 

恵
茉 

 

一
年
二
組 

 

荒
川 

智
史 

 
 

池
田 

芹
香 

 

伊
藤 

煌
太 

 
 

脊
山 

晃
治 

 

東
﨑 

颯
介 

 
 

野
溝 

陸 

 

劉 

炫
承 

 
 

 

吉
川 

歩 

 

一
年
三
組 

 

阿
部 

楓 
 

 
 

瀬
古 

和
真 

 

谷
下 

莉
緒 

 
 

野
際 

称
芭 

 

星
川 

千
智 

 
 

細
谷 

碧
斗 

 

森
下 

菜
々
実 

 

與
座 

未
歩 

 

一
年
四
組 

 

井
垣 

直
哉 

 
 

佐
藤 

漣 

 

髙
島 

駿 
 

 
 

中
田 

透 

 

松
村 

崇
龍 

 
 

吉
野 

愛
翔 

一
年
五
組 

 

橋
上 

凌
典 

 
 

服
部 

弥
侑 

 

原
田 

侑
弥 

 

二
年
一
組 

 

小
鷹
狩 

彩
芽 

 

二
年
二
組 

 

秋
元 

天
成 

 
 

大
野 

真
輝 

 

河
野 

美
樹
子 

 

フ
ラ
ン
シ
ス 

海
偉 

 

松
雪 

旺
介 

 
 

宮
井 

勇
多 

 

二
年
三
組 

 
新
井 

開
翔 

 
 

押
切 

大
空 

 

九
澤 
武
宏 

 

二
年
四
組 

 

奥
山 

友
朗 

 
 

加
藤 

大
暉 

 

齊
藤 

晃
大 

 
 

田
中 

愛
紗 

 

三
年
一
組 

 

小
島 

拓
実 

       
   

英
語
検
定
合
格
者 

 

一
年
一
組 

 

池
田 

陽
大 

 
 

伊
藤 

滉
起 

 

岡
村 

音
緒 

 
 

小
林 

進
之
輔 

 

佐
々
木 

直 
 

 

佐
藤 

彬 

 

友
田 

翔
太 

 
 

新
山 

一
成 

 

一
年
二
組 

 

村
上 

ま
ど
か 

 

劉 

炫
承 

 

一
年
三
組 

 

阿
部
山 

純 

 

一
年
四
組 

 

大
澤 

奏
瑠 

 
   

シ
ェ
イ
ク 

ア
ク
タ
ル
ル 

 

原
田 

知
輝 

 

二
年
一
組 

 

岩
山 

瑠
夏 

 
 

工
藤 

航
太
郎 

 

齋
藤 

志
帆 

 
 

杉
尾 

沖 

 

二
年
二
組 

 

中
村 

実
幸 

 
 

宮
井 

勇
多 

 

二
年
三
組 

 
新
井 

開
翔 

 
 

佐
賀 

琉
輝 

 

三
年
一
組 

 

髙
岡 

の
ぞ
み 

 

梁
瀬 

志
麻 

 

三
年
三
組 

 

村
田 

晴
哉 

一
年
二
組 

 

脊
山 

晃
治 

 

二
年
二
組 

 

岡
﨑 

萌
音 

    

一
年
一
組 

 

大
澤 

千
暁 

 
 

小
林 

進
之
輔 

 

佐
藤 

彬 
 

 
 

嶋
岡 

正
蔵 

 

関
根 

心 
 

 
 

新
山 

一
成 

 

一
年
二
組 

 

上
原 

大
和 

 
 

野
溝 

陸 

 

南 

祐
樹
也 

 
 

劉 

炫
承 

 

二
年
二
組 

 

岡
野 

堅 
 

 
 

濵
中 

樹 

 

宮
井 

勇
多 

 
 

吉
澤 

柊
人 

     

硬
筆
書
写
検
定
合
格
者 

パ
ソ
コ
ン
検
定
合
格
者 



 
 

 
 

二
年
三
組 

 

内
海 

拓
翔 

 
 

大
橋 

健
心 

 

福
島 
陽
向 

 

二
年
四
組 

 

奥
山 

友
朗 

 

三
年
三
組 

 

山
本 

蒼
天 

 

三
年
四
組 

 

稲
田 

真 

   

令
和
六
年
度 

検
定
試
験
日
程 

 

令
和
六
年 

 

十
月
五
日 

 

第
二
回
英
語
検
定 

 

十
月
十
八
日 

第
二
回
漢
字
検
定 

 

十
二
月
二
十
三
日 

 
 

 
 

 
 

 

第
二
回
パ
ソ
コ
ン
検
定 

 

令
和
七
年 

 

一
月
十
七
日 

第
三
回
英
語
検
定 

 

二
月
七
日 

 

第
三
回
漢
字
検
定 

 
 

 
 

部
活
動
報
告 

 
 

 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部 

 

第
十
二
回
Ｓ
Ｔ
Ｎ
杯 

 
 

バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会 

 
 

 
 

男
子
の
部 

準
優
勝 

  
 

      

フ
ッ
ト
サ
ル
部 

 

第
三
十
九
回
Ｓ
Ｔ
Ｎ
杯 

 
 

フ
ッ
ト
サ
ル
大
会 

 
 

 

Ｂ
チ
ー
ム 

フ
ェ
ア
プ
レ
イ
賞 

       

野
球
部 

 

第
三
十
七
回
Ｓ
Ｔ
Ｎ
杯 

 
 

軟
式
野
球
大
会 

優
勝 

  
 

      

卓
球
部 

 

第
二
十
四
回
Ｓ
Ｔ
Ｎ
杯 

 
 

卓
球
大
会 

個
人
戦 

第
三
位 

 
 

 
 

 
 

二
年
四
組 

笠
原 

知
香 

  
 

 
 

 
 

 
 

      

Ｊ
Ｒ
Ｃ
活
動 

本
校
は
、
都
内
で
約
五
百
校
が
加
盟
し
て

い
る
青
少
年
赤
十
字
加
盟
校
の
一
員
で
す
。

毎
年
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
興
味
関
心
の
あ

る
生
徒
が
夏
休
み
を
活
用
し
、
日
本
赤
十
字

社
や
新
宿
区
社
会
福
祉
協
議
会
よ
り
紹
介
さ

れ
た
施
設
で
幅
広
い
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
っ
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
貴
重
な
体
験
を

し
て
き
た
生
徒
の
作
文
を
紹
介
し
ま
す
。
後

期
も
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
継
続
し
て
い
き

ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
積
極
的
に
参
加
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。 

 

グ
ラ
ン
ヴ
ィ
神
楽
坂 

 
 

 
 

 

老
人
ホ
ー
ム
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

 
 

 
   

三
年
一
組 

岡
本 

一
花 

  

今
回
初
め
て
校
外
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
体
験
に
参
加
し
ま
し
た
。
夏
休
み
明
け

は
、
学
校
生
活
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の

並
行
は
難
し
い
と
考
え
た
た
め
、
ま
ず
は

自
分
の
で
き
そ
う
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

を
や
っ
て
み
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

社
会
福
祉
協
議
会
の
方
が
私
の
希
望
に

合
わ
せ
て
内
容
を
提
案
し
て
く
だ
さ
り
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
心
得
や
保
険
に
つ
い
て

と
て
も
丁
寧
に
教
え
て
く
だ
さ
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、
グ
ラ
ン
ヴ
ィ
神
楽
坂
老
人

ホ
ー
ム
と
い
う
と
こ
ろ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。 

 

入
居
さ
れ
て
い
る
方
の
園
芸
部
の
活
動

の
お
手
伝
い
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し

た
。
収
穫
の
終
わ
っ
た
ゴ
ー
ヤ
の
つ
た
を

取
っ
た
り
、
育
ち
過
ぎ
た
大
葉
の
除
去
な

ど
炎
天
下
の
中
で
活
動
を
行
い
ま
し
た
。 

東
京
文
理
学
院
で
は
、
検
定
試
験
を
受
験
で
き

る
機
会
が
数
多
く
あ
り
ま
す
。
合
格
を
目
指
し

て
、
検
定
試
験
に
積
極
的
に
挑
戦
し
て
み
ま

し
ょ
う
。
ま
た
、
選
択
科
目
や
外
部
で
受
験
で

き
る
検
定
試
験
に
つ
い
て
も
、
教
室
の
掲
示
物

等
で
随
時
紹
介
し
て
い
き
ま
す
。 

今
年
度
行
わ
れ
た
運
動
部
の
試
合
の
結
果
で

す
。
今
後
と
も
応
援
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。
ま
た
、
文
化
祭
で
は
、
文
化
部
の
ス
テ
ー

ジ
発
表
や
作
品
展
示
な
ど
も
行
わ
れ
ま
す
。
部

活
動
か
ら
、
ま
す
ま
す
目
が
離
せ
ま
せ
ん
ね
！ 



 

コ
ラ
ム
リ
レ
ー 

「
世
界
は
誰
か
の
仕
事
で
で
き
て
い
る 

」 

 
 

 
 

  

二
学
年
副
担
任 

水
品 

理
央 

 
 

 

題
名
の
言
葉
は
、
以
前
缶
コ
ー
ヒ
ー
の

Ｃ
Ｍ
に
あ
っ
た
も
の
で
す
。
こ
の
Ｃ
Ｍ
を

見
た
当
時
、
私
は
中
学
生
で
し
た
。
「
い

い
言
葉
だ
な
」
と
思
い
ま
し
た
が
、
実
感

は
あ
ま
り
持
て
ま
せ
ん
で
し
た
。
し
か

し
、
時
が
経
ち
社
会
人
に
な
り
、
こ
の
言

葉
に
対
す
る
実
感
が
出
て
き
た
の
で
す
。 

 

今
ま
で
は
何
と
も
思
わ
な
か
っ
た
街
の

風
景
一
つ
一
つ
に
誰
か
の
「
仕
事
」
が
見

え
て
き
ま
す
。
自
動
販
売
機
で
飲
み
物
を

買
う
と
き
、
自
販
機
を
作
る
仕
事
、
飲
み

物
を
補
充
す
る
仕
事
、
そ
の
飲
み
物
を
作

る
仕
事
…
と
い
う
よ
う
に
、
様
々
な
仕
事

が
見
え
て
き
ま
す
。
自
販
機
一
台
で
も
、

た
く
さ
ん
の
人
の
「
仕
事
」
で
で
き
て
い

る
の
で
す
。
周
囲
を
見
渡
し
た
時
、
道
路

も
建
物
も
電
車
も
バ
ス
も
、
誰
か
の
仕
事

の
結
果
な
の
だ
と
気
づ
か
さ
れ
ま
す
。
社

会
人
に
な
る
と
い
う
こ
と
は
、
こ
の
社
会

を
形
作
る
一
員
に
な
る
と
い
う
こ
と
な
の

だ
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
形
で
世
界
を
作

り
た
い
で
す
か
？
ど
ん
な
仕
事
も
必
ず
誰

か
に
必
要
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
皆
さ
ん
も

立
派
な
社
会
人
に
な
り
ま
し
ょ
う
！ 

 

酷
暑
と
い
う
こ
と
も
あ
っ
て
か
、
活
動
自

体
は
短
時
間
で
終
わ
っ
た
の
で
す
が
、
施

設
の
職
員
の
方
が
施
設
に
関
す
る
話
や
イ

ベ
ン
ト
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
。 

 

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て

学
ん
だ
こ
と
は
、
社
会
福
祉
協
議
会
の
方

が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
、
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
と
は
、
や
り
た
い
と
い
う
気
持
ち
」
、

つ
ま
り
自
主
性
が
基
本
で
あ
る
と
い
う
こ

と
で
す
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
活
動
場
所
ま

で
行
く
ま
で
に
、
ま
た
、
活
動
そ
の
も
の

を
通
し
て
、
多
く
の
人
々
と
関
わ
っ
て
い

る
と
い
う
こ
と
を
実
感
し
ま
し
た
。
今
回

教
え
て
頂
い
た
こ
と
を
忘
れ
ず
、
お
世
話

に
な
っ
た
人
か
ら
し
て
い
た
だ
い
こ
と
を

自
分
が
社
会
に
返
せ
る
よ
う
な
活
動
を
し

て
い
き
た
い
で
す
。 

    
 

 
 

   
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
  

 

組
み
ひ
も
講
座
の
運
営
補
助 

 
 

 
 

 
 

 
 

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

 
 

 
 

 

三
年
二
組 

小
川 

花
美 

  

私
は
こ
の
夏
休
み
に
新
宿
区
障
害
福
祉

セ
ン
タ
ー
で
、
組
み
ひ
も
講
座
の
運
営
補

助
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
し
た
。
組
み
ひ
も(

ミ
サ
ン
ガ
の
よ

う
な
も
の
で
す)

に
つ
い
て
、
お
年
寄
り
や

障
害
の
あ
る
方
に
教
え
る
こ
と
が
主
な
内

容
で
し
た
。
組
み
ひ
も
を
使
っ
て
、
ブ

ロ
ー
チ
も
作
り
ま
し
た
。
ま
た
、
組
み
ひ

も
以
外
に
も
雑
用
の
仕
事
や
部
屋
の
片
づ

け
な
ど
も
あ
り
、
充
実
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
に
な
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

利
用
者
の
方
に
話
し
か
け
る
と
、
す
ぐ

に
返
事
が
な
い
の
で
少
し
不
安
に
な
り
ま

し
た
が
、
根
気
強
く
待
つ
と
話
を
し
て
き

て
く
れ
た
の
で
、
う
れ
し
か
っ
た
で
す
。

利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
対
し
て
、
接
し
方

を
変
え
て
対
応
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の

で
、
本
当
に
大
変
で
し
た
。 

 

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し

て
、
人
に
上
手
に
教
え
る
こ
と
は
と
て
も

難
し
い
と
痛
感
し
ま
し
た
。
ま
た
、
反
応

が
ど
う
で
あ
れ
、
困
っ
て
い
る
人
の
気
持

ち
に
応
え
よ
う
と
す
る
こ
と
は
大
切
だ
と

思
い
ま
し
た
。
今
回
の
経
験
を
、
今
後
の

生
活
に
活
か
し
て
い
き
た
い
で
す
。 

   
 

 
 

 

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ハ
ミ
ッ
ツ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア 

 
 

 
 

 
 

   

三
年
二
組 

河
合 

由
花
梨 

  

こ
の
夏
に
高
田
馬
場
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ハ

ミ
ッ
ツ
と
い
う
施
設
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を

行
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
主
な
仕
事
は
利

用
者
の
お
年
寄
り
と
お
話
し
を
す
る
こ
と
で
し

た
が
、
手
芸
の
お
手
伝
い
や
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
に
も
参
加
し
ま
し
た
。
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

で
は
、
お
手
玉
を
し
た
り
、
歌
を
歌
っ
た
り
し

ま
し
た
。 

 

今
ま
で
お
年
寄
り
と
触
れ
合
う
機
会
が
あ
ま

り
な
か
っ
た
の
で
、
こ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

自
体
、
私
に
は
と
て
も
新
鮮
に
感
じ
ら
れ
ま
し

た
。
最
初
は
不
安
も
あ
り
ま
し
た
が
、
ど
の
活

動
も
楽
し
く
参
加
す
る
こ
と
が
で
き
、
参
加
し

て
良
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。 

 

今
回
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
通
し
て
、
年

代
が
違
う
方
と
話
を
す
る
、
話
を
合
わ
せ
る
こ

と
の
大
切
さ
と
難
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た

と
感
じ
て
い
ま
す
。
社
会
人
に
な
る
と
、
自
分

と
近
い
年
齢
だ
け
で
は
な
く
、
色
々
な
年
代
の

方
と
接
す
る
場
面
が
多
く
な
る
の
で
、
今
回
の

経
験
は
と
て
も
貴
重
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 
ま
た
機
会
が
あ
れ
ば
、
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
ハ

ミ
ッ
ツ
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
や
っ
て
み
た

い
と
思
い
ま
し
た
。 

 
 

  
 

 
 

  


